
政策を効果的かつ効率的に推進することを目的と
して、総合科学技術会議（政策立案主体）や関係府
省（政策立案主体、実施主体）においては、

• 社会情勢の変化、政策の効果を把握し、現状と目標の
ギャップの分析を踏まえて、政策を見直す。

• 必要な見直し策を政策実施主体に反映させる。

• 政策立案主体と実施主体の意思疎通を図る（目標、評価
の共有）。

• 評価結果や関連の情報を公開する。

第4期科学技術基本計画の推進について
科学技術イノベーション政策におけるＰＤＣＡサイクルついて

資料２－３
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課題解決
立案主体

研究開発
実施主体

課題解決
実施主体

課題解決
受益者

Ａ省（研究）

Ｘ省（研究）

・
・
・
・
・
・
・

＊国立大学法人
＊研究開発法人

運営費交付金に
よる実施

＊大学等
＊研究開発法人
＊企業

競争的資金等に
よる実施

日
本
国
民

世
界
の

国
々

総合科学技術会議（ＣＳＴＰ）

１．下段のＰＤＣＡは、ＣＳＴＰ（推進専調、戦略協議会、ＷＧ他）が各
府省と直接対話して推進

２. 上段のＰＤＣＡは、ＣＳＴＰ（推進専調、戦略協議会、ＷＧ他）が本
会議を経由して各府省へ意見具申して推進

３．政府機関外への情報発信

地方自治体

産業界
企業

Ａ省（行政）

Ｘ省（行政）

技術移転

知財権

営業活動

課題発掘

社会実装

情報発信

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

総合科学技術会議（ＣＳＴＰ）と各実施主体との関係
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実行管理

予算配分

予算見直

実行見直



（参考） 平成24年度概算要求・要望における科学技術関係予算【速報値】
（府省庁別・機関別）

※「平成24年度科学技術関係予算の概算について(H24/2内閣府発表)」より

文科省

67.8%

経産省

14.4%

厚労省

4.4%

農水省

2.9%

防衛省

2.9%

環境省

2.0%

内閣官房

1.7%

国交省

1.4% 総務省

1.5% その他

1.0%

総額
36,693億円

総額
36,693億円

うち運営費交付金
10,916億円

【府省庁別割合】 【機関別割合】

独立行政法人
10,279億円
(28.0%)

大学等
13,636億円
(37.2%)

内局等
12,778億円
(34.8%)うち 施設整備費補助金

私立学校助成等
2,720億円

うち 施設整備費補助金、
その他補助金
756億円

うち運営費交付金
9,523億円

国会
内閣府
警察庁
法務省
外務省
財務省
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4

政策

施策

プログラム
制度

プロジェクト
研究開発

科学技術
イノベーション政策

「復興再生」
「ｸﾞﾘｰﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ」
「ﾗｲﾌｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ」

「多様な場で活躍で
きる人材育成」

重点施策
ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ

大学院
での取組

関係府省の
取組

ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ
大学院の形成

各階層（政策、施策、プログラム・制度、プロジェクト・研究開発）



対象 ／
実施主体

推進専門調査会 戦略協議会 共通基盤技術検討
WG

基礎研究及び人材
育成部会

政策 第４期科学技術基本計
画

施策 社会と科学技術の関係
深化

他

「震災からの復興、再生
の実現」「グリーンイノ
ベーションの推進」「ライ
フイノベーションの推進」

共通基盤の充実強
化（ICT、ナノテクノロ
ジー・材料）

基礎研究及び人材
育成関係施策

プログラム、
制度

・アクションプラン（政策
課題の達成等）

プロジェクト
研究開発

・アクションプランの対象
施策（関係府省におけ
る評価の総括）

○関係府省等、個別の実施主体はそれぞれの政策やプロジェクト等のＰＤＣＡを実施する。

○推進専門調査会及び戦略協議会等の推進体制は、政策、施策、プログラム、制度を主な対
象としてＰＤＣＡを実施する。

○具体的な政策、施策、プログラム等は以下のとおり。
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第４期基本計画のＰＤＣＡの実施主体と対象



H24 H25；中間年 H26 H27

毎
年

中
間
年

最
終
年

・前年度アクションプランの政策、取組の評価、関連情報の収集、分析
⇒次年度の政策・施策（予算や制度）の策定

・中間評価の実施

⇒最終年度に向
けた取組等

・過去４年間の成果を評価

・中間評価、その他を踏まえ
た次期計画検討

・各課題の達成の進捗

・中間評価の設計

・ベンチマークデータ
の収集

○ 政策、施策、プログラムの改善を図る。
○ 政策、施策、プログラムの効果と問題を見えるようにする。

○ 戦略協議会等では、それぞれが対応する課題について進捗把握、評価、対策の改善を進める。

○ 推進専門調査会では

・科学技術イノベーション政策の総合的な成果を把握、評価し、改善策を検討する。

・総合科学技術会議（ＣＳＴＰ）が主導するプログラムの評価、改善を図る。

念頭に置く国家戦略等 2012年央；日本再生戦略、革新的エネルギー・環境戦略

・国家戦略を踏まえ、重点的取組の評価、改善
・CSTPが主導するプログラムの評価、関連情報の収集、分析 ⇒改善策の検討
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ＰＤＣＡの実施主体と時間軸



活動内容 基本計画のCheckとActionのために必要な事項

Plan
（計画）

・前計画の評価と改善策の検討
・目指すべき姿、方針の設定
・課題と具体的取組の設定

・目標や評価指標をどのように設定するか。
・目標等をどのようにフォローアップするか。

Do
（実施）

・具体的取組（施策、プログラム、
プロジェクト）の実施

・それぞれの仕組み、取組単位でも、明確な目標
やフォローアップの指標の設定、評価、改善の
検討と実施が必要。

Check
（評価）

・課題達成の状況、取組の効果
の把握

・目標と現状、進捗とのギャップ
の分析

・問題と原因の解析

・それぞれの仕組みや取組は、1年単位でサイク
ルを回していく必要がある。

・全体的な進捗の総括を中間年（平成25年度）に

実施し、最終年に向けた取組の見直しを行う必
要がある。

・国家戦略を踏まえ、基本計画を見直すか定期的
に検討が必要。

Action
（改善）

・見直し策の立案と実施 ・具体的取組への反映
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第４期基本計画のＰＤＣＡサイクルを進めるにあたって


